
49回サイエンス・カフェ
201１. 2.18 金
18:30―20:30

南海トラフ巨大地震への備え
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フィリピン海プレートが沈み込む西南日本沖合に存在する南海トラフ
では、東海地震、東南海地震および南海地震の３つの巨大地震の巣が
形成されている。これらの地震はおよそ１００－２００年間隔で繰り
返し発生しており、発生パターンも多様性がある。例えば、３つの地
震がほぼ同時に発生するケースや東南海地震、南海地震は時間差連動
するケースがあり、次の南海トラフ巨大地震の発生パターンの推定は
日本防災上きわめて重要な課題である。
この巨大地震に備えるためには、リアルタイムデータやスーパーコン

ピューターを用いた地震の発生パターンの予測精度を向上、また、地
震津波の早期検知および地震津波の広域複合災害に対する被害想定の
高度化が必要不可欠である。ここでは現在進行している研究プロジェ
クトの現状と展望について述べる。
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